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法

規

的

告

示

サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
規
程

（
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
）

第
一
条

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
三
条
の
五
に
規
定
す
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
（
以
下
「
サ
ン
プ
リ
ン

グ
補
助
者
講
習
」
と
い
う
。）の
学
科
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
時
間
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

講
習
科
目

範

囲

講
習
時
間

化
学
物
質
管
理
概

論

化
学
物
質
管
理
の
概
要

三
十
分

個
人
ば
く
露
測
定

概
論

個
人
ば
く
露
測
定
の
目
的

三
十
分

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に

関
す
る
知
識

個
人
ば
く
露
測
定
に
係
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
方
法

三
時
間

労
働
衛
生
関
係
法

令

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）、
作
業
環
境

測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行

令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）、
作
業
環
境
測
定
法
施
行

令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
四
十
四
号
）、
労
働
安
全
衛
生
規
則（
昭

和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）、
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則（
昭

和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
）、
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四

十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
）、
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則（
昭

和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）、
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則

及
び
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）

中
の
関
係
条
項
並
び
に
関
係
告
示
等
中
の
関
係
条
項

三
十
分

２

サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
の
実
技
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
時
間
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

講
習
科
目

範

囲

講
習
時
間

サ
ン
プ
リ
ン
グ

個
人
ば
く
露
測
定
に
係
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ

一
時
間
三
十
分

目

次

令和年月日 金曜日 第号官 報

（
修
了
試
験
）

第
二
条

サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
に
お
い
て
は
、
修
了
試
験
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
修
了
試
験
は
、
学
科
試
験
及
び
実
技
試
験
と
す
る
。

３

前
項
の
学
科
試
験
は
、
前
条
第
一
項
の
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
筆
記
試
験
又
は
口
述
試
験
に
よ
っ
て
行
う
。

４

第
二
項
の
実
技
試
験
は
、
前
条
第
二
項
の
講
習
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

（
細
目
）

第
三
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労

働
省
労
働
基
準
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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〔
法
規
的
告
示
〕

〇
サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
規
程

（
厚
生
労
働
二
九
三
）

〇
計
量
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
標
準
器
等
及
び

特
定
の
物
象
の
状
態
の
量
を
現
示
す
る
標

準
物
質
を
製
造
す
る
た
め
の
器
具
、
機
械

又
は
装
置
を
指
定
す
る
件

（
経
済
産
業
一
〇
〇
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
原
動
機
を
用
い
る
身
体
障
害
者
用
の
車
の

型
式
認
定
番
号
を
指
定
し
た
件

（
国
家
公
安
委
三
四
）

〇
駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
型
式
認
定
番
号

を
指
定
し
た
件
（
同
三
五
）

〇
普
通
自
転
車
の
型
式
認
定
番
号
を
指
定
し

た
件
（
同
三
六
）

〇
消
防
法
施
行
規
則
第
三
十
一
条
の
四
第
二

項
に
規
定
す
る
登
録
認
定
機
関
の
代
表
者

の
氏
名
の
変
更
に
関
す
る
件

（
消
防
庁
一
一
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留

学
の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基

づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
法
務
六
八
）

〇
政
府
資
金
調
達
事
務
取
扱
規
則
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
政
府

短
期
証
券
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
財
務
二
一
四
〜
二
一
六
、
二
一
八
、
二

一
九
）

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引

短
期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
二
一
七
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
一
〇
五
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

内
閣
法
制
局

法
務
省

財
務
省

最
高
裁
判
所

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

近
畿
地
方
整
備
局
公
示（
近
畿
地
方
整
備
局
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
会
社
更
生
、

再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
三
号

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令

の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
令
和
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
六
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則

（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
五
十
一
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助

者
講
習
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
八
月
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


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